
 

 

 
                           2008 年 12 月 25 日 

〜2009 年は賀川豊彦献身 100 年記念年です〜 

 
 大阪毎日新聞記者の村嶋歸之は賀川豊彦と共に｢貧困｣と｢社会悪｣に取り組み、

苦しみにあえぐ人々の｢人生の報告者｣としてその姿を描き続けた。賀川は村嶋

について｢人生の暗黒を報告しながら、先ず彼自身が泣いている。｣と評してい

る。今回は村嶋の研究者である木村和世氏にお話をお聞きます。 

■テーマ：｢村嶋歸之と賀川豊彦｣ 

■講師 ：木村和世氏 

        関西大学大学院文学部研究科博士後期課程学修退学 
    現在、神戸大学、桃山学院大学、花園大学などで非常勤講師。 
    著書に、｢日本社会福祉人物史｣(共著、相川書房、1989 年) 
    ｢路地裏の社会史｣(昭和堂、2007 年)、ほかに｢大正・昭和の風俗批判 
    と社会探訪｣(津金澤聴廣、土屋礼子編、柏書房、2004 年)の｢文献解題｣ 
    など 

■日時 ：2009 年 1 月 17 日(土) 午後 2 時〜3 時 30 分 

■会場 ：神戸高齢者総合ケアセンター3 階 会議室 
      〒651-0077 神戸市中央区日暮通 5-5-8 
■参加費：無料 
 
■問い合せ先：神戸プロジェクト実行委員会事務局 
    〒650-0022 神戸市中央区元町通 5-1-6 
    共栄火災ビル 7 階 
    Tel: 078-371-3550 
 

賀川豊彦講座 


